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2
0
2
0

年
東
京
五
輪・
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
の
主
会
場
と
な
る
新

国
立
競
技
場
整
備
計
画
の
再
検
討

で
、
政
府
は
は
日
、
原
則
と
し
て

競
技
で
の
使
用
に
限
定
し
、
屋
根

は
観
客
席
だ
け
と
す
る
基
本
的
考

え
方
を
関
係
閣
僚
会
議
で
決
め

た
。

収
容
人
数
な
ど
の
規
模
は
盛

り
込
ま
な
か
っ
た
。

月
内
に
も
工

費
の
上
限
や
工
期
な
ど
を
示
し
た

新
た
な
整
備
計
画
を
策
定
す
る

。

新
た
な
方
針
で
は
「
で
き
る
限

り
コ
ス
ト
を
抑
制
し
、
現
実
的
に

一ム
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政
府
整
備
方
針

工
費
上
限
月
内
に
も

ベ
ス
ト
な
計
画
を
策
定
す
る
」
と

し
て
、
従
来
の
開
閉
式
屋
根
の
設

置
を
見
送
った
。

五
輪
後
の
施
設

運
営
は
民
間
業
者
に
委
託
す
る
と

明
記。
工
費
の
乱
高
下
な
ど
不
透

明
な
経
過
に
批
判
が
集
ま
っ
た
こ

と
か
ら
、
計
画
の
進
捗
（
し
ん
ち
ょ

く
）
状
況
を
透
明
化
す
る
こ
と
を

申
し
合
わ
せ
た。
事
業
主
体
の
日

本
ス
ポ
ー
ツ
振
興
セ
ン
タ
ー

（J

S
C

）
に
建
築
関
連
の
専
門
家
に

よ
る
審
査
委
員
会
を
つ
く
り
、
業

者
選
定
な
ど
を
点
検
す
る
。

新
国
立
競
技
場
の
整
備
計
画
を
再
検
討
す
る
関
係
閣

僚
会
議
を
終
え
、
記
者
会
見
で
質
問
に
答
え
る
遠
藤

五
輸
相H
凶
日
午
後
、
東
京・永
田
町
の
内
閣
府
で

失敗検証なく新計画ヘ

会
議
後
の
記
者
会
見
で
遠
藤
利

明
五
輪
担
当
相
は
、
屋
根
の
な
い

他
の
施
設
を
引
き
合
い
に
、
コ
ン

サ
ー
ト
へ
の
活
用
に
も
含
み
を
持

た
せ
た。
ア
ス
リ
ー
ト
か
ら
要
望

の
あ
る
陸
上
の
サ
ブ
ト
ラ
ッ
ク
に

は
「
常
設
は
厳
し
い
」
と
述
べ
、
仮

設
で
対
応
す
る
考
え
を
示
し
た
。

政
府
は
、9
月
上
旬
に
は
設
計

・
施工
一
括
で
業
者
の
公
募
を
開

始
。

来
年1
月
に
も
工
事
を
発
注

し
、
初
年春
の
完
成
を
目
指
す
。

会
議
に
は
安
倍
晋
三
首
相
も
同
席 し

、
「
競
技
場
は
維
持
・
管
理
し

や
す
い
も
の
と
し
、
大
会
後
は
民

間
事
業
へ
の
移
行
を
図
り
、
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
の
レ
ガ
シl

（
遺
産
）

が
残
る
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
」
と

指
示
し
た。

計
画
の
見
直
し
を
め
ぐ
っ
て
は

M
日
に
国
際
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
委
員

会
（I
O
C

）
の
コl
ツ
副
会長
が

来
日
し
、
遠
藤
五
輸
相
と
協
議
す

る
。

初
年
4

月
の
完
成
を
目
指
す

政
府
に
対
し
、1
月
完
成
へ
の
前

倒
し
を
要望
す
ると
み
ら
れ
る。

委
員
で
元
陸
上
選
手
の
為
末
大
一

氏
は
「
検
証
が
な
い
ま
ま
次
の
計
一

画
を
進
め
て
は
、
そ
れ
が
正
し
い

一

も
の
だ
っ
た
と
し
て
も
国
民
が
納一

得
し
な
い
だ
ろ
う
」
と
の
見
方
を

一

示
し
て
い
た。
だ
が
、
閣
僚
会
議
一

の
事
務
局
幹
部
は
「
2
0
2
0

年
一

に
間
に
合
う
よ
う
に
整
備
す
る
の
一

が
最
大
の
課
題
。

そ
れ
を
優
先
せ
一

ざ
る
を
得
な
い」
と
話
す。

一

新
た
な
方
針
で
は
五
輪
閉幕後
一

に
競
技
場
を
民
間委
託
す
る
。

自

一

民
党
内で
は
野
球
叫
に
改
修す
る

一

例
似
な
ど
が
押
し
して
お
り
、
本

来
な
ら
設
計
段
階
か
ら
後
利
則
を

あ
る
程
度
、
織
り
込
む
べ
き
だ
ろ

う
。

こ
れ
に
つ
い
て
も
事
務
局
幹

部
は
「
非
常
に
タ
イ
ト
な
日
程
で
、

後
利
用
の
こ
と
ま
で
詰
め
て
コ
ン

ペ
を
や
る
余
裕
は
な
い
」
と言

い
、
新
計
画
は
見
切
り
発
車
さ
れ

る
こ
と
に
な
る。

（
森
本
智
之
）

「
大
会
に
間
に
合
、
つ
が
最
優
先
」

関
係
閣
僚
会
議
が
は
日
に
ま
と

め
た
基
本
的
考
え
方
は
、
こ
れ
ま

で
の
失
敗
に
つ
い
て
の
検
証
を
待

つ
こ
と
な
く
、
駆
け
足
で
新
た
な

整
備
計
画
の
作
業
を
始
め
る
方
針

を
示
し
た。

「
検
証
作
業
と
い
ま
私
た
ち
が

や
っ
て
い
る
作
業
は
一
致
す
る
も

の
で
は
な
い。
切
り
離
し
て
考
え

て
よ
い
」。
遠
藤
利
明
五
輪
担
当

相
は
、
会
議
後
の
会
見
で
こ
う
言

い
切
っ
た。

計
画
が
白
紙
撤
回
に至っ
た
経

机
を
訓
べ
る
筋三
羽
の
検
川
省ω

会
は
、
7

日
に
初会
合
を
聞
い
た

ば
か
り。
最
終
報
告
を
ま
と
め
る

ま
で
わ
ず
か1
カ
月
余
と
期
限
を

区
切
り
、
初
会
合
で
は
委
員
か
ら

「
取
り
ま
と
め
は
ほ
と
ん
ど
不
可

能
」
と
の
声
が
上
が
っ
た
ほ
ど

だ
。

そ
の
結
果
す
ら
待
た
ず
、
新

し
い
計
画
を
つ
く
り
始
め
る
。

2015 年 （平成27年） 8月 15 日（土曜日）

・新国立競技場整備方針の要旨

2020年東京五輪 ・ パラリンピックのメーンス
タジアムとなる新国立競技場整備計画は、国民
・ アスリートの声や与党の提言を踏まえ、以下
を基本的考え方として、具体的な検討を進め
る。
( 1) 「アスリート第一」の考え方の下、世界

の人々に感動を与える場とする。
(2 ）できる限りコストを抑制し、現実的にベ

ストな計画を策定する。 このため、以下
の方向で検討する。

マ施設は原則として競技機能に限定
マ屋根は観客席の上部のみ
マ諸施設の水準は、五輪・パラ リ ンピックの
メーンスタジアムとして適切に設定

(3 ）大会に間に合うよう、 20年春までに確実

に完成させる。 整備朋川を極力圧縮する
ため、設計 ・ 施工をー此して行う方式を
採用する。
( 4 ）アスリートや国民の声をよく聴き、 計画

の決定と進捗（しんちよく）のプロセス
を透明化する。

( 5 ）周辺地域の蹴邸や景観などとの制和を図
るとともに、日本らしさに配慮する。

(6 ）バリアフ リ ー、 安全安心、防災機能、地
球環邸、大会後の維持管理などを十分考
慮する。

(7 ）内閣全体で責任を持って建設する。 日本
スポーツ振興センターによる整備プロセ
スを関係閣僚会議で点検し、 着実な実行
を確保するとともに、新たに専門家によ
る審査体制を構築する。
( 8 ）大会後は、競技場を核として、周辺地域

の整備と調和の取れた民間事業への移行
を図る。 今後、政府でビジネスプランの
公募に向けた検討を早急に開始する。
ﾗﾗﾗ  

今月中をめどに、スタジアムの性能、工期、コ
ストの上限などを示した新たな整備計画を策定
し、これに基づき、 9月初めをめどに公募型プロ
ポーザル方式による公募を開始する。

竪選

g E 毒
患懸ご
署念歓
らも迎

ヨ
一
ア
ス
リ
ー
ト
第
一
の
原
則
や
コ

版
一
ス
ト
抑
制
を
軸
と
し
た
政
府
の
新

日
一
国
立
競
技
場
整
備
の
基
本
方
針
が

圏
一
決
定
し
た
こ
と
を
受
け
、
日
本
オ

圏
一
リン
ピ
ッ
ク
委員
会
（J
O
C

）
の

掴
一
青
木
剛
副
会
長
は「
選
手の
た
め

園
一
の
施
設
と
い
う
の
は
大
変
結
構
。

一
あ
ま
り
コ
ス
ト
が
か
か
ら
ず
に
必

1

一要
な
機
能
が
そ
ろ
っ
て
い
る
こ
と

’
d

一
が望
ま
し
い
」
と
歓
迎
し
た
。

2
0
0
4

年
ア
テ
ネ
五
輪
陸
上

男
子
ハ
ン
マ
ー
投
げ
金
メ
ダ
リ
ス

ト
で
、
東
京
五
輪
山
パ
ラ
リ
ン
ピ

ッ
ク
組
織
委
員
会
ス
ポ
ー

ツ
デ
ィ

レ
ク
タ
ー
の
室
伏
広
治氏
は
「日

本
の
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ス
タ
ジ
ア
ム
と

い
う
雰
囲
気
が出
る
よ
う
な
個

性
」
を
求
め
た。

五
輪
後
の
民
営
化
の
方
針
も
明

記
さ
れ
た
が
「
民
間
で
管
理
す
る

と
利
益
を
優
先
し
、
使
用
料
な
ど

で
使
い
勝
手
が
悪
く
な
る
恐
れ
が

あ
る
」
（平
岡
英
介J
O
C

専
務

理
事
）
と
懸
念
の
声
も
あ
る
。

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
陸
上
の
佐
藤 真

海
さ
んは
「
障害
の
あ
る
人に

も
気
を
配
っ
て
ほ
し
い
」
と
、
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
メl
ン
会
場
に

ふ
さ
わし
い
バ
リ
ア
フ
リl
化
へ

の
配
属
を
要
望
し
た
。

情
報
公
開
明
記

都
知
事
は
「
評
価
」

東
京
都
の
舛
添
要
一
知
事
は
会

議
後
、基
本
的
考
え
方
に
つ
い
て

「
私
が
一
番重
く
見
て
い
る
の
は

情
報
公
開。
そ
の
点
は
明
記
さ

れ
、
非
常
に
評
価
で
き
る
」
と
報

道
陣
に
話
し
た
。

舛
添
知事
は
「情
報
を
公
開
し

な
か
っ
た
こ
と
が今
回
の
大
失
敗

に
至っ
た
」
と
指
摘。
こ
れ
ま
で

に
つ
い
て
「
あ
れ
も
こ
れ
も全部

盛
り
込
ん
で
コ
ス
ト
も
上
が
る
、

虻
蜂
（
あ
ぷ
は
ち
）
取
ら
ず
に
な

る
、
と
い
う
感
じ
だ
っ
た
」
と
振

り
返
り
、
「
ア
ス
リ
ー
ト
フ
ァ
ー

ス
ト
で
競
技
を
中
心
に
や
る
、
と

い
う
原
点
に戻
っ
た
こ
と
も
評
価

で
き
る
」
と
述べ
た。

「2
0
2
0

年
大
会
後
の
使
い

方
は
もう
少
し
議
論
が
必
要
だ
と

思
う
」
と
も
指
摘
し
、
議
論
し
て

い
き
た
い
と
の
考
え
を
示
し
た

。
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